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 ８月１日（火）、市内小学校３年生から６年生ま

での２９名が、大人と一緒にけん玉やインドア・モ

ルックなどを体験。 

 けん玉交流では、日本けん玉協会島根県支部けん

玉道６段 大坪 順さん にご指導いただき、けん玉

の技だけではなく、初対面の人でもすぐに打ち解け

られるコミュニケーション方法について学び、ま

た、ユニバーサルスポーツ「インドア・モルック」

では、スポーツというツールで交流することで、自

然と心の距離が近づき、一体感が生まれること感じ

てもらうことができました。 

 地域の中で、一人ひとりが孤立すること

なく、つながりを持ち、お互いに助け合っ

て安心して暮らせるように交流の場はとて

も重要な役割を持っています。 

 この事業を通じて、世代の違いなど関係

なく、相手を思いやる気持ち、つながりを

意識した顔の見える関係づくりの大切さに

気づくことができた、子どもと大人の学び

合いの一日となったことでしょう♪ 



はまボラ ２０２３年（令和５年）１０月号                          （２） 

 浜田市社協では、「我が家のような地域づくり」を目指し、すべての人々が「福祉への関心」「心の

醸成」を図り、社会福祉課題解決の実践力を身につけていくため、学校等と連携し、福祉教育の実践を

支援しています。 

 また、地域においても、顔の見える関係とお互い様の気持ちを大切に「地域で共に生きる力」を育む

ため、地域における福祉教育のプラットフォーム（※）づくりを進め、「学校・社協・地域がつながる

福祉教育」に取り組んでいます。（下記の写真は、現在〔令和５年度中〕取り組んでいるもの掲載しています。） 

福祉教育におけるプラットフォーム（※） 

様々な人々・団体等がそれぞれの特性を発揮し

ながら、協働して福祉教育に取り組むための共

通ルール、システム、協働の場を指します。 



（３）                           はまボラ ２０２３年（令和５年）１０月号 

 島根県には、県・市町村あわせて２０の社会福祉協議会(略して、社協【しゃきょう】)があります。 

 それぞれの地域にあわせて、特色のある活動を展開し、地域の福祉活動を支えています。 

 もっと活動を知ってもらいたい！という思いで、県内合同のウェブサイトしまねの社協がそこにある

(通称：しまそこ)が誕生しました。ぜひ！社協の活動をウェブサイトからご覧ください！ 

 

昭
和
58
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
今
年
で
40
年
が
経
過
し
、
そ

の
間
、
浜
田
市
に
お
い
て
も
、
豪
雨
や
豪
雪
等
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
経
験
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
に
お
い
て
地
域
ぐ
る
み
で

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
が
強
い
地
域
は
災
害
に
も
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

８
月
８
日
（
火
）
、
浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
69
名
の
方
に
ご
参
加
者
い
た
だ
き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
浜
田
市
防
災
安
全
課 

松
島 
芳
弘
さ
ん 

を
講
師
に
迎

え
、
「
浜
田
市
に
お
け
る
防
災
活
動
の
状
況
と
地
域
住
民
の
連

携
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
義
い
た
だ
き
、
８
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
「
※
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
を
体
験
。

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
様
々
な
お
題
に
対
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
、
住
民
同
士
や
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
や
決
断
力
の
大

切
さ
、
決
断
力
の
重
要
性
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
、
各
グ
ル
ー
プ

で
意
見
を
交
わ
し
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
演
習
し
ま
し
た
。 

 

「
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
た
い
」

「
自
分
の
地
域
で
も
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
、
感
想

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
平
常
時
か
ら
地
域
の
中
で
、
つ
な

が
り
を
意
識
し
た
取
り
組
み
、
住
民
同
士
で
話
し
合
い
を
い
く

こ
と
の
重
要
性
な

ど
、
気
づ
き
の
多

い
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。 

「※避難所運営ゲームＨＵＧ」とは… 

・避難所運営をみんなで考えるためのアプロー 

 チとして、静岡県が開発した図上訓練です。 

・具体的で実践的な避難所運営を疑似体験で 

 きます。 

・グループに分かれての演習となるため、参加 

 者同士の交流や連帯感が生まれます。 

【静岡県ＨＰ静岡県地震防災センターより引用】 

⒈ 

相
談
件
数 

39
件 

⒉ 

派
遣
状
況 

21
件 

 

① 

障
子
の
張
り
替
え 

 
 

１
件 

 
 
 

古
い
障
子
の
張
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

② 

託
児 

 
 
 
 
 
 
 

３
件 

 
 
 

講
演
や
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、 

 
 
 

２
名
以
上
で
託
児
を
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

  

③ 

音
訳 

 
 
 
 
 
 
 

３
件 

 
 
 

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
、
隔
月
で
発
行
し
て
い
る 

 
 

「
社
協
だ
よ
り
」
の
音
訳(

録
音)

を
お
願
い
し
て 

 
 
 

い
ま
す
。 

  

④ 

付
き
添
い 

 
 
 
 
 

２
件 

 
 
 

会
議
や
外
出
の
付
き
そ
い
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
）
を 

 
 
 

お
願
い
し
ま
し
た
。 

  

⑤ 

草
刈
り
・
草
取
り 

 
 

２
件 

 
 
 

夏
前
に
な
る
と
自
宅
周
辺
を
刈
っ
て
ほ
し
い
と
依 

 
 
 

頼
が
あ
り
、
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。 

  

⑥ 

イ
ベ
ン
ト
運
営
・
補
助 

９
件 

 
 
 

主
催
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に 

 
 
 

必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

  

⑦ 

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

１
件 

 

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に

は
、
い
つ
も
快
く
お
願
い
を
引
き
受

け
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
み
た
い
！
し
て
ほ
し
い
！
と
い
う

方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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❤実施主体❤ 

① 地区社会福祉協議会 

② 地区民生児童委員協議会 

③ 浜田市社会福祉協議会浜田支所 

❤連携機関❤ 

消防署、警察、医療機関、民生児童委員、行政、社会福祉協議会、 

高齢者相談支援センター（包括支援センター）、ケアマネジャー等 

福祉関係者  

❤緊急連絡カード配布事業とは❤ 

 あらかじめ、救急時に必要な情報（緊急連絡先、かかりつけ病院など）を平時から冷蔵庫に貼付し

ておき、ご本人に異変が起こり、近隣住民や救急隊が駆けつけた時に、緊急連絡カードから必要な情

報を迅速に把握し、その後のスムーズな対応につなげていくことを目的とする取り組みです。 

❤配布対象者❤ 

① 浜田地域内の一人暮らし高齢者（概ね８０歳以上）で、 

  本人の同意を得た方 

② その他必要と思われる方で、本人の同意を得た世帯  

 対象となる方には、随時、民生児童委員さんや福祉委員さん等が、お声かけして緊急連絡カード

を配布しています。 

 このカードは、ご自身やご家族、地域の方に“安心”が広がるものと考えています。一人でも多

くの方に趣旨をご理解・ご協力をいただき、この取り組み進めていけたらと思います。 

 下記の収集ボランティアさんにご

協力いただきました。ありがとうご

ざいました。（順不同・敬称略） 

 

【新聞のゴミ袋】 

 ・退職公務員連盟女性部 

 ・１８（いっぱち）会 

【古切手】 

 ・浜田市役所 

 ・浜田地区社会福祉協議会 

 

 善意の物品寄付に対し、心よりお

礼申し上げます。 

浜田市ボランティアセンター（担当：河野） 

TEL ：２２‐００９４ 

mail：hamada-vocenter@hamada-shakyo.com 

内 容：運営補助（会場設営、選手受付、記録、選手誘導等） 

日 時：令和５年１２月９日（土）９：２５～１５：３０ 

     （集合８:００/解散１５：４０） 

会 場：島根県立体育館（浜田市黒川町３７３５） 

準備物：動きやすい服装、飲み物、タオル、屋内用シューズ 

申込み：１１月２４日（金）までにお申し込みください。 

その他：①現地集合・現地解散です。 

    ②昼食は、主催者側で準備します。 

    ③ボランティア活動証明書を発行します。 

※競技についての詳細（島根県障がい者スポーツ協会ＨＰ参照） 

 https://spokyo.org/tournaments/information01/flying/  


